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灘． 
29) 笹林大樹，高柳陽一郎，高橋 努，古市厚志，木戸幹雄，西川祐美子，中村美保子，野口 京，鈴木道雄．統合失調
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ポジウム「今後の臨床・研究における早期精神病の絞り込み戦略のあり方」．第 22 回日本精神保健・予防学会；2018 
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第 37 回日本社会精神医学会；2018 Mar 1-2；京都． 
33) 立野貴大，樋口悠子，小森祐子，西山志満子，高橋 努，鈴木道雄．統合失調症認知評価尺度（SCoRS）を用いた精
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35) 高橋 努．MRI 研究 シンポジウム「ここまで分かった統合失調症-脳画像研究-」．第 13 回日本統合失調症学会；2018 
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39) 高柳陽一郎，笹林大樹，高橋 努，松田時生，竹腰雄祐，中村美保子，古市厚志，木戸幹雄，西川祐美子，野口 京，
鈴木道雄．統合失調症および統合失調型障害における大脳皮質厚の変化．第 13 回日本統合失調症学会；2018 Mar 
23-24；徳島． 
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北陸地方における病診・診診連携 GID 判定委員会の取り組み．第 21 回 GID（性同一性障害）学会；2018 Mar 24-25；
東京． 
42) 種部恭子，谷野芙美子，古市厚志，佐分美代子，加藤佐敏，関口佳織．北陸における病診・診診連携ネットワーク
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1) 古市厚志．研修医のメンタルヘルス．第 16 回臨床研修指導医養成セミナー；2018 Nov 30；富山． 
2) 樋口悠子．「事例検討」精神科リハビリテーション研修会；2018 Jan 11；富山． 
3) 樋口悠子．統合失調症および精神病発症リスク状態における事象関連電位の応用～当科での取り組み～．富山大学
講座横断セミナー；2018 Jan 25；富山． 
4) 樋口悠子．気分症状が先行し後に著明な認知機能低下を来した 40 代女性．第 35 回デメンシアカンファレンス；2018 
Feb 20；富山． 
5) 樋口悠子．統合失調症の薬物療法～QOL の向上を目指して～．第 23 回富山県精神科薬剤師勉強会学術講演会；2018 
Apr 14；富山． 
6) 樋口悠子．「難治性うつ病の入院治療：修正型電気けいれん療法と反復性経頭蓋磁気刺激療法」．第 50 回富山大学附
属病院地域連携研修会；2018 May 14；富山． 
7) 樋口悠子．「事例検討」．児童思春期精神保健専門研修会；2018 Aug 30；富山． 
8) 樋口悠子．「臨床薬理外来 ～研究活動のあゆみ～」．Meiji Seika ファルマ 社員研修会；2018 Oct 19；富山． 
9) 樋口悠子．「事例検討」．早期精神病講習会；2018 Oct 20；内灘． 
10) 樋口悠子．「富山大学におけるレキサルティの使用経験」．大塚製薬 社員研修会；2018 Nov 21；富山． 
11) 木戸幹雄，坂田香，赤﨑有紀子，高橋努，鈴木道雄．ステロイドパルス療法とリハビリにより改善した間歇型一酸
化炭素中毒の 1 例．第 43 回デメンシアカンファレンス；2018 Oct 16；富山． 
12) 木戸幹雄．Eguide「精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究：Effectiveness of GUIdeline for 
Dissemination and Education in psychiatric treatment」講習会；2018 Oct 7-8；金沢． 
13) 木戸幹雄．Eguide「精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究：Effectiveness of GUIdeline for 
Dissemination and Education in psychiatric treatment」講習会；2018 Oct 16；東京． 
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14) 西山志満子，鈴木道雄．早期精神病講習会報告．本医療研究開発機構（AMED）障害者対策総合委託事業 Health and 
Labour Sciences Research Grants for Comprehensive Research on Persons with Disabilities「児童・思春期における心の健
康発達・成長支援に関する研究」班 平成 29 年度 第 3 回班会議；2018 Mar 21；東京． 
15) 西山志満子，鈴木道雄．早期精神病講習会報告．本医療研究開発機構（AMED）障害者対策総合委託事業 Health and 
Labour Sciences Research Grants for Comprehensive Research on Persons with Disabilities「児童・思春期における心の健
康発達・成長支援に関する研究」班 平成 30 年度 第 3 回班会議；2018 Oct 21；東京． 
16) 笹林大樹．不眠症の診かた〜睡眠薬を使いこなすには〜．第 13 回研修医イブニングセミナー；2018 Dec 7；富山． 
17) 笹林大樹，高柳陽一郎．治療抵抗性統合失調症のクロザピン治療：入院および通院医療機関の連携システム．第 50
回富山大学附属病院地域連携研修会；2018 May 14；富山． 
18) 笹林大樹，高柳陽一郎，高橋 努，片桐直之，佐久間篤，小原千佳，岡田直大，小池進介，山末英典，中村美保子，
古市厚志，木戸幹雄，西川祐美子，松本和紀，水野雅文，笠井清登，鈴木道雄．精神病発症危険状態における大脳
皮質下体積と側性の検討―多施設共同研究―．第 2 回先進医薬研究報告会 精神疾患と認知機能研究会；2018 Dec 
14；東京． 
19) 笹林大樹，高柳陽一郎，高橋 努，小森祐子，西山志満子，小池進介，山末英典，片桐直之，佐久間 篤，小原千佳，
中村美保子，古市厚志，木戸幹雄，西川祐美子，松本和紀，水野雅文，笠井清登，鈴木道雄．精神病発症危険群に
おける脳回形成の変化と認知機能障害との関連．第 18 回精神疾患と認知機能研究会；2018 Nov 10；東京． 
20) 鈴木道雄．講座紹介：神経精神医学講座．医学部後援会会報．2018；53：13． 
21) 鈴木道雄．第 30 回日本総合病院精神医学会総会を開催して．こだつのから．2018；43：24-5． 
22) 鈴木道雄．第 46 回研究会．フォーラム富山「創薬」NEWS．2018；No.18：5-6． 
23) 鈴木道雄．統合失調症．聖教新聞．2018 Dec 23：7． 
24) 鈴木道雄．認知症の診断と治療：アルツハイマー型と非アルツハイマー型の比較を含めて．下新川郡医師会生涯教
育講座；2018 Apr 19；黒部． 
25) 鈴木道雄．統合失調症早期介入研究の現状と課題．第 11 回福岡精神科臨床フォーラム；2018 Jul 20；福岡． 
26) 鈴木道雄．統合失調症の脳構造画像研究：早期介入・予防における意義．第 20 回八ヶ岳シンポジウム；2018 Oct 21；
東京． 
27) 鈴木道雄．統合失調症の再発が及ぼす影響：脳構造画像研究によるエビデンス．統合失調症の再発予防を改めて考
える；2018 Nov 18；東京． 
28) 鈴木道雄．BPSD への対応について：アパシー．第 2 回富山県認知症エキスパートセミナー；2018 Nov 20；富山． 
29) 鈴木道雄．精神科の立場より：認知症に伴う精神症状．Toyama Dementia Meeting；2018 Nov 21；富山． 
30) 高橋 努．早期精神病の診断と治療．精神科リハビリテーション研修会；2018 Jan 11；富山． 
31) 高橋 努．早期精神病の診断と治療．平成 30 年度児童思春期精神保健専門研修会（子どもの心の健康セミナー）；2018 
Aug 30；富山． 
32) 高橋 努．早期精神病の診断・治療の概要．平成 30 年度早期精神病講習会；2018 Oct 20；内灘． 
33) 高柳陽一郎．Neuroimaging biomarkers to predict future transition to psychosis in individuals with an at-risk mental state using 
structural MRI. Multi-center and international collaborations. 講座横断セミナー；2018 Sep 10；富山． 
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